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二
〇
二
三
年
は
関
東
大
震
災
か
ら
百
年
の

節
目
だ
っ
た
た
め
、
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ

で
特
集
が
組
ま
れ
、吉
村
昭
の『
関
東
大
震
災
』

も
改
め
て
注
目
を
集
め
た
。
こ
の
作
品
は
関
東

大
震
災
か
ら
五
〇
年
目
の
一
九
七
三
年
に
刊

行
さ
れ
た
の
で
、
吉
村
は
半
世
紀
後
も
ま
っ
た

く
古
び
な
い
名
作
を
残
し
た
と
い
え
る
。

　『
関
東
大
震
災
』の
冒
頭
に
は
、
地
震
学
者

の
今
村
明
恒
が
統
計
を
基
に
東
京
で
は
百
年

周
期
で
大
地
震
が
起
こ
る
と
発
表
し
、
大
森

房
吉
が
統
計
に
よ
る
調
査
や
地
震
対
策
を
う

な
が
す
啓
蒙
的
な
意
図
は
認
め
な
が
ら
も
、社

会
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
せ
ず
論
文
を
発
表

し
た
今
村
を
批
判
し
た
論
争
が
置
か
れ
て
い

る
。こ
れ
は
東
京
大
学
地
震
研
究
所
の
河
角
廣

が
、「
南
関
東
大
地
震
六
九
年
周
期
説
」を
唱

え
、
そ
れ
が
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
報
じ
ら

れ
不
安
が
広
が
っ
て
い
た
当
時
の
状
況
を
意

識
し
て
書
か
れ
た
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
吉
村
は
、
関
東
大
震
災
を

“
点
”で
捉
え
ず
、
過
去
の
地
震
、
火
事
の
対

策
が
関
東
大
震
災
で
活
か
さ
れ
た
の
か
否

か
、
関
東
大
震
災
か
ら
ど
ん
な
教
訓
を
得
る

べ
き
な
の
か
と
、
歴
史
の
流
れ
を“
線
”で
繋

い
で
い
る
。

　
関
東
大
震
災
で
は
、
火
災
で
多
く
の
命
が

奪
わ
れ
た
。
吉
村
は
、
一
八
五
五
年
の
安
政

江
戸
地
震
と
関
東
大
震
災
の
発
火
地
点
の
数

に
大
き
な
差
は
な
か
っ
た
と
す
る
。
そ
れ
な

の
に
火
災
に
よ
る
被
害
が
驚
く
ほ
ど
違
っ
た

の
は
、
一
六
五
三
年
の
明
暦
の
大
火
後
の
都

市
計
画
で
作
ら
れ
た
火
除
け
地
に
建
築
物
が

造
ら
れ
、
消
火
活
動
と
避
難
を
妨
げ
、
火
の

粉
を
拡
散
し
て
被
害
を
大
き
く
す
る
た
め
大

八
車
に
家
具
、
家
財
を
積
ん
で
逃
げ
る
こ
と

を
禁
止
し
た
町
奉
行
所
の
布
告
が
忘
れ
去
ら

れ
た
結
果
で
は
な
か
っ
た
か
と
し
て
い
る
。

　
震
災
後
は
各
地
で
組
織
さ
れ
た
自
警
団
が

朝
鮮
人
を
虐
殺
し
た
が
、
吉
村
は
こ
れ
に
も

前
段
階
が
あ
っ
た
と
す
る
。
第
一
次
世
界
大

戦
に
よ
る
好
景
気
は
、
物
価
の
高
騰
を
招
き

庶
民
の
生
活
を
直
撃
し
た
。
格
差
の
拡
大
と

ロ
シ
ア
革
命
の
成
功
は
日
本
で
も
社
会
主
義

運
動
を
盛
り
上
げ
、
そ
れ
に
国
内
で
増
加
し

て
い
た
朝
鮮
人
の
労
働
者
も
加
わ
っ
た
。

一
九
一
〇
年
の
日
韓
併
合
以
降
、
朝
鮮
人
の

反
日
感
情
は
根
強
く
、
こ
の
状
況
に
危
機
感

を
持
つ
日
本
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と

が
、
虐
殺
の
原
因
の
一
つ
に
な
っ
た
と
い
う

の
だ
。

　
地
震
大
国
の
日
本
で
は
、
地
震
後
に
家
か

ら
避
難
す
る
時
は
通
電
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ

た
め
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
す
、
緊
急
車
両
の
通

行
を
優
先
す
る
た
め
車
は
道
路
の
左
側
に
停

め
キ
ー
は
残
す
と
い
っ
た
知
識
は
誰
も
が

持
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
行
為
の
意
味
を

理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
、
知
識
通
り
に
動
け

昭和48年(1973)文藝春秋

新装版
平成16年(2004)文春文庫

昭和52年(1977)文春文庫

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
ネ
ッ
ト
上
に
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
差
別
発
言
が
あ
ふ
れ
て
い

る
現
状
を
考
え
れ
ば
、
地
震
が
引
金
に
な
り

直
接
的
な
攻
撃
に
発
展
す
る
可
能
性
も
捨
て

切
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
吉
村
が
徹
底
し

た
史
料
調
査
で
今
も
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
た『
関
東
大
震
災
』は
、

悲
劇
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
読
み
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

文芸評論家。1968年広島県生まれ。明治大学 
卒、専修大学大学院博士後期課程満期退学。
歴史時代小説、探偵小説を中心に評論活動を
行う。著書に『時代小説で読む日本史』、共著
に『ミステリースクール』、編著に『夫婦商売』

『端午のとうふ』など。年内刊行予定の編著に
『君を恋ふらん』、『名月一夜狂言』（仮題）がある。

末國善己（すえくに・よしみ）
Profi le

巻
頭
コ
ラ
ム

末
國　

善
己

吉
村
昭
が
現
代
に
伝
え
る
メッセ
ー
ジ
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明治37年（1904）～昭和56年（1981） 　
関東大震災発生時は本所区亀沢町2丁目6
番地に居住。被服廠跡で火災旋風に遭遇
し、一時は意識を失うも、翌日、救出さ
れた。負傷した体で墨田区北部の鐘淵紡
績まで歩き続け、救護された後、重症の
ため陸軍病院に入院、一命を取り留めた。

山
岡
清せ

い
眞し

ん
氏
は
、
大
正
12
年（
1
9
2
3
）

9
月
1
日
11
時
58
分
に
発
生
し
た
大
正
関
東

地
震（
関
東
大
震
災
）で
、
地
震
後
の
猛
烈
な

火
災
旋
風
に
よ
り
、
3
万
8
千
人
が
犠
牲
と

な
っ
た
本
所
被ひ
ふ
く
し
ょ
う
あ
と

服
廠
跡（
現
東
京
都
墨
田
区

横
網
町
公
園
）の
生
存
者
で
す
。大
震
災
か
ら

1
0
0
年
と
な
る
令
和
5
年
、（
一
社
）共
同

通
信
社
の
取
材
を
受
け
た
ご
子
息
の
山
岡
忠

博
氏
が
、
手
記
全
4
冊【
左
写
真
】を
自
宅
で

発
見
し
、
当
館
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
　

地
震
発
生
時
、
19
歳
だ
っ
た
山
岡
氏
は
、

家
財
道
具
を
大
八
車
に
積
み
、
家
族
と
共
に

被
服
廠
跡
へ
避
難
し
ま
し
た
。
前
年
に
陸
軍

被
服
廠
が
移
転
し
、
広
大
な
空
き
地
と
な
っ

た
こ
の
場
所
は
、続
々
と
集
ま
る
避
難
者
と
、

関
東
大
震
災
１
０
０
年
　
資
料
紹
介
―
吉
村
昭『
関
東
大
震
災
』収
録
の
手
記
―

山
岡
清
眞「
大
正
十
二
年
九
月
一
日　

関
東
大
震
災
本
所
被
服
廠
跡　

被
災
生
存
者
記
録
」他
3
冊

持
ち
込
ま
れ
た
家
財
道
具
で
埋
め
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。
昼
時
と
強
風
が
重
な
り
、各
所
で
発

生
し
た
火
災
は
、
被
服
廠
跡
に
も
迫
り
、
炎
が

家
財
道
具
な
ど
に
燃
え
移
り
ま
し
た
。
巨
大

な
炎
の
竜
巻
で
あ
る
火
災
旋
風
が
発
生
す
る

と
、
一
帯
は
凄
惨
を
極
め
ま
し
た
。

表
題
の
手
記【
写
真
①
】に
は
、
火
災
旋
風

の
発
生
と
そ
の
惨
状
、救
出
さ
れ
た
山
岡
氏
が

入
院
し
、回
復
す
る
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
47
年（
1
9
7
2
）、「
関
東
大
震
災
」

連
載
に
あ
た
り
、手
記
を
調
査
し
た
吉
村
は
、

克
明
な
記
録
と
山
岡
氏
な
ら
で
は
の
比
喩
表

現
に
着
目
し
、そ
の
一
部
を
収
録
し
ま
し
た
。

火
災
旋
風
発
生
時
の
回
想【
写
真
①
よ
り
※
】

「
ゴ
ー
ト
無
気
味
な
大
音
と 
共
に
眞
黒
な
怪

物
が
大
き
な
マ
ン
ト
を
拡
げ
て
子
供
を
つ
ゝ

む
や
う
に 

大
手
を
拡
げ
た
と
言
ふ
か
真
黒

な 

雲
か
煙
か
押
寄
せ
て
来
て
風
も
先
ぶ
れ

の
や
う
に
強
く
な
っ
て
来
ま
し
た（
略
）私
は

ハ
ッ
と
思
っ
た
瞬
間
身
体
が
宙
に
浮
き
上
り

ま
し
た 

こ
れ
は
正
門
か
ら
二
、三
十
歩
位
這

入
っ
た
所
で
し
た 

「
ア
ッ
」と
思
っ
た
ら
四
、

五
尺
位
上
り
す
ぐ
ド
ス
ン
と
落
ち
ま
し
た 

（
略
）真
暗
に
な
っ
た
の
で
す
が
大
八
車
が
宙

に
舞
上
っ
て
ゆ
く
の
を
見
ま
し
た
」

「
相
変
ら
ず
風
は
物
凄
く（
略
） 

こ
れ
は
ど
う

い
ふ
訳
か
一
時
に
パ
ッ
ト
火
が「
ガ
ス
」に
点

火
し
た
や
う
に 

こ
の
時
風
は
南
か
ら
で 

日

大
と
高
小
の
新
築
中
の
足
場
や
ト
タ
ン
板
そ

れ
に
家
財
道
具
に
火
が
つ
い
て
と
び
交
う
様

は 

こ
れ
が
地
獄
の
何
丁
目
か
と
思
っ
た
」

山
岡
氏
は「
頭
を
上
げ
る
と
火
気
と
煙
で
息

苦
し
く
な
る
」た
め
、
地
面
に
伏
せ
て
息
を
吸

い
、
走
り
ま
し
た
。
後
方
か
ら「
大
集
団
」が
迫

る
と
、「
踏
み
つ
ぶ
さ
れ
て
」し
ま
う
た
め「
心
の

中
で
許
し
て
く
だ
さ
い
」と
祈
り
な
が
ら「
死
人

の
山
」を
這
い
上
が
り
走
り
続
け
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。「
死
人
の
山
は
燃
え
」、
太
陽
が「
燃

え
上
る
炎
の
黒
煙
に
つ
ゝ
ま
れ
て
」眩
し
く
な
い

た
め「
真
っ
赤
な
お
月
様
」に
見
え
た
と
い
う
描

写
か
ら
は
火
災
旋
風
の
激
し
さ
が
窺
え
ま
す
。

一
方
、「
関
東
大
震
災 

嗚
呼
被
服
廠
跡
」

【
写
真
②
】に
は
、こ
の
体
験
に
基
づ
い
た「
大

地
震
大
火
事
の
時
の
心
構
へ
」五
条
が
収
め

ら
れ
て
い
ま
す
。「
第
一 

消
火（
略
）」「
第
二 

戸
や
窓（
略
）」「
第
三 

荷
物 

火
事
又
は
地
震

で
避
難
す
る
際
の
持
出
し
荷
物
は
最
小
限
に

す
る（
略
）」「
第
四 

煙
の
中 

煙
が
烈
し
く
流

れ
て
居
る
場
所
を
通
る
時 

走
り
な
が
ら
呼

吸
を
し
な
い
事（
略
）」「
第
五 

避
難
所 

大
火

や
地
震
の
時 

老
幼
病
人
は
別
と
し
て 

壮
者

は 

あ
ま
り
探
し
合
わ
ぬ
事 

前
以
っ
て
決
め

て
あ
る
一
時
避
難
場
所
に
行
く（
略
）」な
ど
、

注
意
す
べ
き
行
動
が
詳
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
46
年
、
山
岡
氏
は
、
犠
牲
者
を
弔
い
、

体
験
を
語
り
継
ぐ
た
め
、被
服
廠
跡
の
生
存
者

に
呼
び
か
け
創
設
さ
れ
た「
一ひ

二ふ

九く

会
」の
初

代
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。「
私
の
一
夜
の
行

動
が
幾
分
で
も
皆
様
の
御
参
考
に
な
れ
ば
」と

推
敲
を
重
ね
た
手
記
に
は
、火
災
旋
風
の
実
態

と
人
び
と
の
姿
を
後
世
に
伝
え
、そ
の
教
訓
を

災
害
へ
の
備
え
や
、避
難
の
心
構
え
に
活
か
し

て
ほ
し
い
と
願
う
山
岡
氏
の
強
い
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

（
学
芸
員
　
深
見
美
希
）

山岡清眞による手記4冊（当館蔵）
①�（前列右）「大正十二年九月一日 関東大震災本所被服
廠跡　被災生存者記録」昭和47年 
②（前列左）「関東大震災 嗚呼被服廠跡」
③（後列右）「関東大震災 嗚呼被服廠跡」
④�（後列左）「大正十二年九月一日被災　嗚呼 噫 被服廠跡」
②～④は昭和49年1月26日

①は山岡が古稀を迎え書いたもの。400字詰め原稿用紙全68
枚の44枚目まで（一部）が『関東大震災』に収録された。①を
書き改めた②を推敲し③を執筆。さらに推敲を重ねた④の本
文は第三者の代筆。
吉村は、地震で割れたガラスで負傷し「血に赤く染まって」い
る浴衣姿の女性を「まるで赤い五月の鯉のぼりのよう」と描写
した山岡に「鋭い詩心」を感じたと語る（「『関東大震災』の証言
者たち」『私の好きな悪い癖』平成12年 講談社）。また「体験
者でなくては描写できぬもの」と記した（「「関東大震災」ノー
ト（一）」『白い遠景』昭和54年 講談社）。

※�関連記事「火災旋風の「地獄」克明」	
（「読売新聞」令和5年9月2日）

※
手
記
引
用
は
原
文
通
り
。
但
し
旧
字
を
新
字
に
改
め
、
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
読
み
や
す
い
よ
う
整
え
た
。

山岡清眞氏

「読売新聞オンライン」で
手記の一部を公開中です

火災旋風の悲劇伝える手記
生還者が残した68枚の原稿用紙
（令和5年9月15日 読売新聞社）※

画像24枚と手記本文をご覧いた
だけます（当館協力）

山岡忠博氏蔵
関東大震災発生
の大正12年頃
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